
価値創造基盤の強化：働いていたい場所

　「役職員の健康なくして成果なし」をスローガンに「健康
HASEKO元気PLAN」と銘打って役職員の健康づくりにつ
ながる諸施策を進めております。当社社長による「長谷工グ
ループ健康宣言」の下、「グループ健康経営推進委員会」を設
置、また2021年には、全ての社員が心身ともに健康であり
続け、一人ひとりがより活力を持って働くことのできる企
業を目指すために、解決したい経営課題と、そのための健康
投資（健康推進施策）とのつながりを見える化した長谷工グ
ループ健康経営戦略マップを策定の上、健康経営を進めて

おります。
　こうした取り組みの結果、当社とその関係会社は、経済産
業省と日本健康会議が主催する「健康経営優良法人2024

（大規模法人部門（ホワイト500））」に認定されております。

ます。健康保険組合を主体とした保険事業は、脳ドック・レデ
ィースドック・歯科健診を社員の自己負担なしで実施、また
コラボヘルスの一環として取り組みを強化した特定保健指
導は実施率を大幅に引き上げました（被保険者実施率2019
年度24.5%→2023年度44.1%）。この成果はメタボ該当率
の低下等具体的な健康データに現れております。その他、メ
ンタルヘルスのケア・30代を対象とした健康教育等、テーマ
毎のポピュレーションアプローチによる健康リスクの低減
にも取り組んでおります。

制度・施策 ～ 『健康HASEKO元気PLAN』
　制度・施策については長谷工グループの健康推進機関であ
る㈱長谷工ウェルセンターが中心となり、企業内診療所での
健康診断、保健指導、健康セミナーの企画・運営、ストレスチ
ェック、刊行物による定期的健康情報の発信など社員の健康
支援に注力しています。独自性の高い制度としては、45歳・
50歳以上の社員を対象にPET-CT検査費用を全額会社負担
しており、がんの早期発見に高い効果が現れています。また、
健康保険組合と㈱長谷工ウェルセンターを同一フロアに集
約し、保健事業及びコラボヘルスの推進体制を強化しており

健康経営の推進体制
　「長谷工グループ健康宣言」の下、2018年度より「グルー
プ健康経営推進委員会」を設置し社員の健康保持・増進に関
する全社方針・目標・計画・進捗に関する意思決定・情報共有
を行っています。また、同委員会の下位組織として「健康推
進会議」を立ち上げ、健康セミナーや保健指導の実施状況の

共有に加え、グループ会社それぞれの事情に応じた健康推
進企画の策定やストレスチェック集団分析結果を議論し合
うなど健康経営に対して企業グループ横断的に取り組む体
制を整備しています。

最終的な目標指標（KPI）
　長谷工グループ健康経営戦略マップにおいて最終的な目標指標を定めており、その測定方法および直近２か年の実績値は以下
の通りです。目標値に向けて、健康管理委員会の開催や企業内診療所の保健スタッフによる個別フォローにより心身の健康リス
クが高い者に対するケアに注力しています。尚、アブセンティーイズム目標値については現状のスコアを少しずつ改善するとい
う考え方で目標設定しております。（目標指標はグループ全体）

最終的な目標指標 測定方法 単位 実績値 目標値
2022年度 2023年度 2023年度

アブセンティーイズム 病気による欠勤・休職総日数を従業員数で除して計測 日 2.1 2.1 1.6

プレゼンティーイズム
従業員アンケート内設問「病気やけががないときに発揮で
きる仕事の出来を100％として過去4週間を自己評価」にて
計測（100点満点）

点 76.9 77.1 78

ワークエンゲージメント

従業員アンケート内設問「仕事への興味関心」に“ある”と回答し
た割合 ％ 68.0 66.2 —

従業員アンケート内設問「仕事に対する①活力・②熱意・③没頭」
の3項目スコア（0=全くない～6=いつも感じる）の単純平均 点 3.41 3.37 3.42

離職率 正社員年間離職率 ％ 5.4 5.7 —
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「健康企業の実現」
〜役職員の健康なくして成果なし〜

［施策フレーム］
「健康HASEKO元気PLAN」

委員長：	社長
委　員：	各部門担当役員及び各グループ会社社長・産業医・労働組合
事務局：	㈱長谷工ウェルセンター健康推進室・人事部・安全管理部・健

康保険組合

議　長：	人事担当役員（長谷工ウェルセンター社長）
会議メンバー：
	 各部門及び各グループ会社の人事担当者・産業医・保健師
事務局：	㈱長谷工ウェルセンター健康推進室・人事部・健康保険組合

施策トピック
⃝経営層との連携～経営層への社員の健康状態の共有

各部門担当役員および各グループ会社社長に対し、自社の社員の健康
状態（フィジカルヘルス：定期健診における有所見の状況、メンタルヘ
ルス：ストレスチェックにおけるストレス反応が強い因子の状況）の
共有をおこない、その課題解決に向けた意見交換を実施しています。

⃝従業員への周知・啓発～「ウェル通信」の定期発行
社員のヘルスリテラシー向上のため、制度の周知はもとより日々実践
できるセルフケア情報を提供する「ウェル通信」を年４回発行し、全社
員に意識啓発を図っています。

⃝女性特有の健康課題対策～「女性の健康セミナー」実施
女性特有の健康課題は年代によって異なることから教育コンテンツを
３つの年代に分けたうえで、動画視聴およびeラーニング形式で全女性
社員を対象に実施しました。（受講率93.1%。うち55歳以下は必須受講
で案内し受講率97.3%）。本セミナーを通しレディースドック受診率の
向上を目指しています。
また、2024年度は男性管理職向けのセミナーを実施予定です。

⃝リフレッシュの機会・施設の提供～直営保養所の運営・イベント実施
心身の健康を維持増進し、社員が高いパフォーマンスを発揮するためにはリフレッシュする機会が不可欠と考えています。
保養所については、蓼科（長野県茅野市）および南紀白浜（和歌山県）に会社直営の保養施設を設置し、現地スタッフも直
接雇用することでアットホーム且つリピート利用しやすい運営を行っています。
イベント実施については、ランニングアプリを用いたオンラインチーム対抗駅伝を開催し約800名が参加するなど
2023年度は計28イベントを実施しました。また新型コロナウイルスが収束傾向となった2023年以降夏にはサマーキ
ャンプイベントを開催し社員の家族含め128名（2024年度）が参加するなど運動習慣支援・コミュニケーション促進に
つながる施策を継続的に実施しております。

健康経営の推進 詳細はこちら▶︎

サマーキャンプの様子

長谷工グループ健康経理戦略マップの詳細はこちら▶︎
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https://www.haseko.co.jp/hc/csr/employee/occupational_safety.html#anc_2
https://www.haseko.co.jp/hc/csr/pdf/promoting_health_map.pdf



